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【活動報告 環境登山・大山三峰】冬の東丹沢・探訪  

２月１８日（日）雨上がり・曇り 参加者６名（男 2 女４） 

コース：土山峠７:45→登山口→辺室山 9：00 一物見峠→三峰山 12:00  

→不動尻 14:30→谷太郎川林道→煤ケ谷 15:45 

●総距離 12.2 ㎞ ●累計標高差 上がり 1230km 下り 1392km ●行動時間 8 時間 

 

活動目的：神奈川県山岳連盟・自然保護委員会、環境登山の一環活動として、表尾根二の塔

三の塔の周辺探訪。冬の東丹沢の探訪。丹沢山塊の冬の森林観察、周辺の自然林、針葉樹、

広葉樹などの考察。登山道の状況。丹沢の山、東丹沢の特徴。ジオパークとしての東丹沢の

様相。 

行動：本厚木からのバスでアクセスし、土山峠バス停で集合した。前の週の降雪は、街でも

積もった。登山の数日前は気温も緩んだ。雪は溶けているでしょう。登山してみて、いつで

も引き返しましょう。そんな思いで歩き始めると、宮ケ瀬湖の向こうの津久井方面は、青い

空と『寝姿観音』の山並み。（笑）辺室山までは、なかなかの急峻。照葉樹で美しい。栂か、モミの針葉樹。松も。

ミズナラかな、ブナかなと足元のドングリを見る。ホコリタケがポコポコいっぱい。なんてかわいい。それから、

なんだろうねの泡？カエルの産み付けた卵とプクプクの泡⁉宮ケ瀬湖の水際からのっそりのっそり上ってきた

のかな。お母さんカエル。わからない～。けど。少し上がると、金網の向こうに、オレンジ色の服のハンターさ

ん。この日は１０人でシカを追っているそうだ。なんだかんだと物見峠。ここまでの登山道は、雪はなく。分岐

を見て、三峰方向道標。では、行ってみましょうか。みなさん。あらまあ。そこから、はしご、鎖。雨上がりで、

心はちょっと引き締めて。やせた尾根は、ナイフリッジというわけで、冬枯れではありますが、木々の中、ジャ

ングルジムを抜けていくようでした。経験のある隊長たちが、いいベンチがあるよ。と教えてくれて、頑張りま

した！このルートはトレーニングで使ったこともあるそうです。四季の中で歩いた。ベンチでほっと一息。ラン

チでした。中峰あたりでしょうか。宝尾根（バリエーションルート）を行くという人たちにあいました。ロープ

出していたか否か、スルスルと下って行った。南峰から先、不動尻へは、がれがれとした岩と枯れた沢沿い登山

道でした。スラブの鎖場を、みな過ぎて、不動尻のミツマ

タ群生地につきました。まだまだ、つぼみが多いです。あ

とは谷太郎川林道を和気あいあい帰りました。ずっと、

この登山道は、礫岩でした。あの青緑の色は、なんの鉱物

なのでしょう。大山、表尾根とは打って変わって、なかな

かのスリリングな登山でした。地質や地形が、いつもの

大山とは何かとても違いました。別の山容でした。 

https://www.kanagawa-gakuren.gr.jp/index.php
mailto:shizen@kanagawa-gakuren.gr.jp


 

 

 

 

 

 

 

●丹沢大山自然再生委員会報告会に参加しました。 横浜情報文化センターにて 1/21 

●はだの里山保全連絡協議会・視察研究会及び里地里山フォーラムに参加しました。2/17 

★ご協力いただいている各機関★ 

丹沢大山自然再生委員会 公式サイト - (tanzawasaisei.jp)  

秦野市森林ふれあい課 秦野市森林組合 

JMSCA 公益社団法人日本山岳・スポーツクライミング協会 | 

神奈川県山岳連盟・自然保護委員会 

◇お知らせ◇  

◎山の自然セミナー 2 月開催２４（土）秦野山岳スポーツセンター/２５(日）野外活動。 

担当・三川朝光 

◎環境省・自然公園指導員の皆様 

年間報告書は３月取りまとめです。委員長・芹沢が、県の機関に提出いたしますので、自然保護委員会・芹

沢までご提出ください。 

◎神奈川県山岳連盟、各協会の団体様、個人会員様 

クリーンキャンペーン取りまとめは 3 月です。 副委員長・三川がとりまとめします。 丹沢大山自然生

委員会に提出いたします。 

◎◎それぞれ報告書のフォームは、岳連 HP 自然保護委員会のホームページにあります。ご参照ください。 

●自然保護委員会の事業報告をいたします。（山の自然セミナーにて）岳連 HP にｐｄｆで記載いたしま

す。 

神奈川県山岳連盟 HP 自然保護 - 神奈川県山岳連盟 (kanagawa-gakuren.gr.jp) 

 

  

 

丹沢は、約 500 万年前、海から本州に衝突した山の成り立ちです。さらに約 100 万年前の伊豆半島の衝突に

より丹沢の隆起と侵食が起こり、その原形が作られたのです。登山道で踏みしめている緑色凝灰岩、大理石、

花崗岩などからも丹沢の成り立ちがうかがえます。丹沢大山自然環境情報ステーション【e-Tanzawa】を参照

しました。 

https://www.tanzawasaisei.jp/
https://www.jma-sangaku.or.jp/
https://www.kanagawa-gakuren.gr.jp/shizenhogo.html

